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明治 5 年（1872 年）10 月 14 日 に、新橋～横浜間で日本初の鉄道が開業。 

そして令和 4 年（2022 年）10 月 14 日 に日本の鉄道は 150 周年を迎えます！ 

 

明治、大正、昭和、平成、令和と時代の移り変わりとともに発展してきた街の姿。 

街から街へ走り抜ける鉄道もまた、その時代に合わせて大きく進化してきました。 

 

ＢＳ日テレでは、その記念すべき年を迎えるにあたり、次の 50 年、100 年へと続く鉄道事業の産業・ 

文化振興のため、鉄道博物館（埼玉県さいたま市・大宮）の協力のもと、全国の鉄道ファンの皆様に向けた番組を 

この夏、放送いたします！ 

 

番組では、鉄道博物館に展示されている歴代の名車両の数々を、鉄道を愛するメンバーとともに巡ります。 

歴史を振り返り、楽しく学びながら鉄道への思いを馳せる、鉄道ファン必見の鉄道エンターテインメントです。 

 

 

 
 

 

歴史に名を刻んだあの名車両が 
鉄道模型コレクションに！ 

 

鉄道開業 150 年を記念して、歴史ロマンと感動の詰まった 

あの名車両の鉄道模型コレクションを受注生産にて販売！ 

 

ＢＳ日テレ「鉄道愛好会～150 年の歴史を支えた車両たち～感動は続くよどこまでも」番組内にてご紹介 

詳しくは番組ＨＰにて：https://www.bs4.jp/tetsuai/ 

報道関係各位  

鉄道開業 150年！全国の鉄道ファン必見 

https://www.bs4.jp/tetsuai/


■鉄道150年の歴史に思いを馳せ、楽しく学ぶ！ 

鉄道 150 年の歴史を、前編・後編の 2 回に分けて放送いたします。 

前編（#1）では鉄道開業黎明期から戦後までの時代を中心に、鉄道の発展を支えた名車両が登場し、 

後編（#2）では高度経済成長期を中心に、現代社会を力強く支えてきた車両が登場いたします。 

学芸員の方のわかりやすい解説で、鉄道にまつわる知られざるエピソードを惜しみなくお届けします！ 

さらに、普段は見られない貴重な車両の内部も、特別に公開いたします！ 

鉄道愛好会メンバーの鉄道への熱い思いに、共感すること間違いなし！です。 

 

■歴史に名を刻んだ名車両の鉄道模型を製作・販売！ 

さらに番組では、鉄道開業 150 年を記念し、歴史に名を刻んだ車両を厳選し、 

鉄道博物館の協力のもと、番組オリジナル企画で鉄道模型を製作、販売いたします。 

そして、模型製作は鉄道模型の老舗メーカー、株式会社カツミにて製造いたします！ 

鉄道模型として販売するその車両は、次の通りです。 

・ＥＦ55    （1/15 スケール展示模型、ＨＯゲージ 1/80 スケール展示模型） 

・クハ 481   （ＯＪゲージ 1/45 スケール展示模型） 

・クモハ 455   (ＨＯゲージ 1/80 スケール展示模型） 

 

なかでも、注目なのはＥＦ55 の 1/15 スケール展示模型。鉄道博物館の 2 階に展示されている鉄道模型のように、 

ミュージアムクオリティを目指します！（抽選制販売による限定 1 台の受注生産です） 

コレクションとしても楽しめ、鉄道への熱い思いや感動がつづくように、株式会社カツミの熟練した職人が 

一つ一つ丁寧に作ります。 

（模型製作は受注生産となり、一部商品は抽選制販売による受注生産となります。） 

 

その他にも、鉄道開業 150 年を記念した関連商品を番組ホームページにてご紹介します。 

 

         

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

   

※［クレジット］ⒸＢＳ日テレ  



～番組概要～ 

【番組タイトル】 「鉄道愛好会 ～150 年の歴史を支えた車両たち～ 感動は続くよどこまでも」 

【放送局】    ＢＳ日テレ 

【初回放送】  8 月 27 日（土）17:00～17:30 放送 ＃1  

※その他の日時は決まり次第、番組ホームページにてご案内いたします。 

【出演者】    岡安章介（ななめ 45°）、南田裕介（ホリプロマネージャー）、鉄道博物館学芸員 香月良太 

【ナレーター】  登坂淳一 

 

・番組ホームページ https://www.bs4.jp/tetsuai/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

歴史を振り返り、楽しく学びながら鉄道への思いを馳せる、 

鉄道ファン必見の鉄道エンターテインメント 

https://www.bs4.jp/tetsuai/

